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小値賀町議会だより第 114 号 (2)

　

今
回
の
定
例
会
の
直
前
に
台

風
９
号
と
10
号
が
立
て
続
け
に

近
く
を
通
過
し
、
家
屋
や
牛
舎

な
ど
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し

た
。

日
程
を
ず
ら
し 

短
縮
し
て
決
算
審
査

台
風
直
後
の
た
め 

一
般
質
問
は
取
り
下
げ

台
風
直
後
の
定
例
９
月
会
議 

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

　

今
回
の
定
例
会
の
メ
イ
ン
は

令
和
元
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
の
審

査
、い
わ
ゆ
る
決
算
審
査
で
す
。

　

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
末

永
一
朗
委
員
長
の
下
、
横
山
弘

藏
議
長
と
浦
英
明
議
会
選
出
監

査
委
員
を
除
く
議
員
で
慎
重
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
後
の
本

会
議
の
採
決
で
は
、
全

員
が
認
定
す
る
こ
と

に
賛
成
し
ま
し
た(

４

ペ
ー
ジ
～)

。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
策
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
令
和

２
年
度
一
般
会
計
予
算

及
び
、
特
別
会
計
２
会

計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
も
全
員
一
致
で
賛

成
、
可
決
成
立
し
ま
し

た(

８
ペ
ー
ジ
～)

。

　

被
害
対
応
な
ど
に
小
値
賀
町

全
体
が
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
急
き
ょ
、
定
例
会
の
日
程

を
繰
り
下
げ
、
短
縮
し
て
開
催

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
今
田
光
弘
議
員
の
「
県
道
の

管
理(

草
刈
り)

に
つ
い
て
」

と
、
近
藤
隆
二
郎
議
員
の
「
町

職
員
の
働
き
方
改
革
・
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
」

の
一
般
質
問
は
取
り
下
げ
て
い

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
第
２
弾
関
連
補
正
予
算
も
可
決
成
立

監査委員の決算審査意見から審査がスタート

「姫の松原」の松にも被害が

定 例 9 月 会 議定 例 9 月 会 議
令和２年 9 月 10 日～ 9 月 18 日令和２年 9 月 10 日～ 9 月 18 日

　

ま
た
、
町
が
出
資
し
て
い
る

小
値
賀
交
通
株
式
会
社
と
、
一

般
財
団
法
人
小
値
賀
町
担
い
手

公
社
の
経
営
状
況
に
つ
い
て
、

法
律
に
基
づ
き
、
報
告
が
あ
り

ま
し
た(

10
ペ
ー
ジ
～)

。



小値賀町議会だより第 114 号 (3)

区    分 令和元年度 平成 30 年度 差　額 増減率 (%)

歳入総額 38 億 9011 万円 34 億 0714 万円 4 億 8297 万円 14.2
歳出総額 36 億 7944 万円 32 億 2199 万円 4 億 5746 万円 14.2
差引額 2 億 1067 万円 1 億 8516 万円 2551 万円 13.8
翌年度に繰越すべき財源 1 億 2578 万円 6166 万円 6412 万円 104.0
実質収支額 8489 万円 1 億 2349 万円 △ 3860 万円 △ 31.3
単年度収支額 △ 3860 万円 2280 万円 △ 6140 万円 △ 269.3

( △はマイナスを表す　端数処理により一部計算が合わない )

単年度収支額の△ ( マイナス )・・実質収支額が黒字であれば問題ないとされています

指　標 小値賀町 早期健全化基準※ 簡単な説明

実質赤字比率 － 15.0 一般会計の赤字の割合 ( 当町は黒字 )
連結実質赤字比率 － 20.0 全会計を合わせた赤字の割合 ( 当町は黒字 )
実質公債費比率 5.7 25.0 年間の借金の返済額の割合 ( 高いほど財政が不健全 )

将来負担比率 － 350.0
将来の負担となる ( 財政を圧迫する ) 借金の割合
( 当町では財源見込みや基金が上回るため算出されず )

　早期健全化基準※・・財政健全化の取り組みが必要になる要注意レベルを示す数字です

財政の健全度を示す「健全化判断比率」の 4つの指標

区　　分 決　算　額 割　合 (%)

自主財源 5 億 4956 万円 14.1
依存財源 33 億 4056 万円 85.9
合　　計 38 億 9011 万円 100.0

自主財源と依存財源

財政収支 (一般会計 )

財政の力

基金と公債費

基金現在高 ( 令和元年度末 ) 31 億 1247 万円
町　債 6 億 2529 万円

自主財源・・町税、分担金、負担金、使用料、手数料、寄附金、繰越金、諸収入ほか
依存財源・・地方消費税交付金、地方交付税、国庫支出金、県支出金、町債ほか

基金・・家計における預貯金に相当するものです
町債・・家計における借入金に相当するものです

数 字 で 見 る 小 値 賀 町 の 財 政 状 況数 字 で 見 る 小 値 賀 町 の 財 政 状 況
令和元年度令和元年度

前年度より 0.8 ポイント上昇しており注意が必要です

前年度より 3857 万円増えました
前年度より 3 億 1064 万円増えました

( 端数処理により合計が合わない )

財政力指数 0.10
標準的な行政サービスに係る費用を町税などの収入でまかなえる割合　
指数が低い = 財源に余裕がない  　　全国でも最低レベルで注意が必要です

経常収支比率 80.1％
定例的な支出が町税など定例的な収入に占める割合　
75％を超えると財政的な余裕が失われているとされる



「
じ
げ
藻も

ん
作
戦
」 

経
過
は
順
調
か
？

小値賀町議会だより第 114 号 (4)

問
消
防
施
設
費
の
需
用
費
※
の

不
用
額(
予
算
に
は
計
上
し
て

い
た
が
、
実
際
に
は
支
出
さ
れ

な
か
っ
た
金
額)
が
70
万
円
余

り
と
大
き
い
の
は
な
ぜ
か
。　

答
各
分
団
ご
と
に
需
用
費
を
管

理
し
て
い
る
た
め
、
合
算
す
る

と
こ
の
よ
う
な
金
額
に
な
っ
て

し
ま
う
。

唐
見
崎
線
の
土
地
買
収
は
順
調
か
？

※需用費 (じゅようひ )

主に以下のような費用のこと
　文房具などの消耗品、ガソリンなどの燃料代、
　会議時の飲み物や弁当代、印刷製本費、水道
　光熱費、備品などの修繕費など

決 算 審 査決 算 審 査

～決算特別委員会での主なやりとり～～決算特別委員会での主なやりとり～
【
一
般
会
計
】

問
家
畜
診
療
事
業
の
獣
医
師
の

今
後
の
体
制
は
。

答
正
職
員
の
獣
医
師
２
名
体
制

は
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
確

保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
牛
市
は
８
月
か
ら
平
戸
口
へ

市
場
統
合
さ
れ
た
。
宇
久
と
の

家
畜
市
場
連
絡
協
議
会
は
ど
う

な
る
の
か
。　

答
こ
れ
か
ら
も
宇
久
と
の
連
携

は
必
要
で
あ
り
、
何
ら
か
の
意

見
交
換
の
場
は
設
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
松
枯
れ
が
進
み
、
風
当
た
り

が
強
く
な
っ
て
台
風
に
よ
る
牛

舎
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
防

風
の
た
め
の
根
が
張
る
樹
木
を

早
く
植
林
す
べ
き
だ
。

答
す
で
に
植
林
の
事
前
の
準
備

を
進
め
て
い
る
。
準
備
が
整
い

次
第
、
現
場
に
入
っ
て
い
く
。

　

松
が
中
心
だ
が
、
松
だ
け
に

頼
ら
な
い
や
り
方
も
県
と
相
談

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
町
道
唐
見
崎
線
の
道
路
整
備

に
必
要
な
土
地
の
買
収
は
進
ん

で
い
る
か
。

答
買
収
が
必
要
な
20
筆
の
う
ち

買
収
済
み
は
４
筆
。

　

残
り
16
筆
に
つ
い
て
は
町
外

の
地
権
者
も
い
て
、
あ
ま
り
進

ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

問
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
買

収
の
交
渉
を
外
注
す
る
こ
と
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

答
外
注
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

き
た
い
。

松
枯
れ
対
策
の
薬
剤
樹
幹
注
入
の
効
果
は
？

問
松
枯
れ
対
策
と
し
て
行
っ
て

い
る
薬
剤
の
樹
幹
注
入
事
業
の

効
果
は
あ
る
の
か
。

答
す
べ
て
と
は
言
え
な
い
も
の

の
一
定
の
効
果
は
あ
る
。
引
き

続
き
有
識
者
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
、
防
除
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
。 海岸線の松を中心に薬剤を樹幹注入 ( 浜津地区内 )

決算審査とは、予算が適正かつ妥当に使
われたのかを認定するものです。
締結済みの契約などを取り消すことはで
きませんが、不適切・非効率なものがあ
れば質疑を通じて明らかにし、来年度の
予算編成に反映させることができます。

土地を買収しないと工事が進まず



小値賀町議会だより第 114 号 (5)

問
小
値
賀
空
港
に
あ
る
気
象
庁

の
ア
メ
ダ
ス
観
測
デ
ー
タ
が
３

月
途
中
か
ら
止
ま
っ
て
い
る
よ

う
だ
。
先
日
の
台
風
の
際
も
、

デ
ー
タ
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

答
気
象
庁
が
３
月
途
中
で
運
用

を
休
止
し
た
。
ア
メ
ダ
ス
の
観

測
機
器
は
今
年
度
内
に
撤
去
の

予
定
だ
。

問
デ
ー
タ
が
な
く
て
も
町
と
し

て
支
障
は
な
い
の
か
。

答
庁
舎
で
も
観
測
を
行
っ
て
お

り
、
あ
る
程
度
は
正
確
だ
と
思

わ
れ
る
。
観
測
デ
ー
タ
は
公
表

し
て
い
き
た
い
。

問
鉄
炭
団
子
を
使
っ
た
「
じ
げ

藻
ん
作
戦
」
。
そ
の
後
の
経
過

は
順
調
か
。

答
３
月
に
玉
石
鼻
の
潮
だ
ま
り

に
投
入
し
、
月
に
一
度
状
況
を

観
察
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は

特
段
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

　

効
果
が
出
る
の
に
２
～
３
年

か
か
る
と
思
わ
れ
、
発
案
者
の

杉
本
幹
生
先
生
と
も
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
観
察
を
続
け
て
い

き
た
い
。

問
生
活
保
護
受
給
者
に
対
し
、

不
平
等
感
を
感
じ
て
い
る
町
民

の
声
も
耳
に
す
る
が
、
生
活
保

護
の
認
定
基
準
は
守
っ
て
い
る

か
。

答
現
実
的
に
生
活
保
護
世
帯
の

方
が
所
得
が
多
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
得
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
よ
う
な
声
も
耳
に
入
っ
て
く

る
こ
と
も
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

要
件
か
ら
算
出
さ
れ
る
生
活
保

護
費
の
基
準
額
を
収
入
が
下
回

問
岳
の
内
調
整
池
の
上
の
法の

り
め
ん面

が
、
昨
年
の
大
雨
で
一
部
崩
れ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
復
旧
工
事

を
し
な
い
と
、
大
き
く
崩
れ
て

し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

答
す
ぐ
に
危
険
と
い
う
状
況
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
経
過
観

察
は
続
け
て
い
き
た
い
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
定
点
測

量
に
よ
り
変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
き
た
い
。

「
じ
げ
藻も

ん
作
戦
」 

経
過
は
順
調
か
？

北松西高生が提案した取り組みです

生
活
保
護
の
認
定
基
準
は
守
っ
て
い
る
か
？

最近も崩れた岳の内調整池の法面　

れ
ば
、
生
活
保
護
の
申
請
は
で

き
る
。

　

民
生
委
員
の
意
見
な
ど
も
聴

き
、
ル
ー
ル
に
則
っ
て
認
定
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
に
な
ら
な

い
よ
う
、
仕
事
を
辞
め
て
生
活

に
困
っ
て
い
る
人
な
ど
を
対
象

と
し
た
生
活
困
窮
者
支
援
事
業

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
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決 算 審 査決 算 審 査

◆
渡
船
事
業
◆

特
別
会
計
で
予
備
費
は
必
要
な
の
か
？

問
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
船

舶
借
上
料
が
使
わ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

答
町
営
船「
は
ま
ゆ
う
」と「
さ

い
か
い
」
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
の
代
船

借
上
料
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
が
な
か
っ
た
た
め
発
生

問
毎
年
予
備
費
を
予
算
に
組
ん

で
い
る
が
、
必
要
な
の
か
。
使
っ

た
実
績
は
あ
る
の
か
。

答
平
成
28
年
度
・
29
年
度
に
使

用
し
て
い
る
。

問
今
後
も
予
備
費
を
組
む
の

か
。
特
別
会
計
で
は
予
備
費
は

計
上
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

答
突
発
的
な
事
故
な
ど
が
生
じ

た
場
合
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

欠航率 (%) 令和元年度 平成 30年度 平成 29 年度

笛吹～大島航路 2.4 1.7 1.6
笛吹～六島航路 11.1 8.0 9.8
笛吹～野崎航路 11.2 7.8 10.0

柳～納島航路 2.7 2.0 0.6

町営船「はまゆう」　「さいかい」　運航状況

未
納
額
が
今
年
度
も
多
い
が
対
応
は
？

問
予
算
に
計
上
さ
れ
た
収
入
の

う
ち
、
期
日
ま
で
に
納
入
さ
れ

な
か
っ
た
金
額
が
１
２
４
２
万

円
余
り
と
今
年
も
多
い
。
ど
の

よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

答
臨
戸
訪
問
や
納
税
相
談
、
金

融
機
関
の
預
金
調
査
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。

　

県
の
徴
税
回
収
機
構
と
の
連

携
も
図
り
な
が
ら
、
徴
収
に
努

め
て
い
き
た
い
。

問
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

化
の
進
捗
状
況
は
。

答
部
分
的
に
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
。

　

県
内
保
険
料
の
統
一
に
つ
い

て
は
、
県
は
令
和
６
年
度
に
は

結
論
を
出
し
た
い
と
し
て
い
る

が
、
各
市
町
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が

異
な
り
、
合
意
に
は
至
っ
て
い

な
い
状
況
だ
。

問
都
市
部
と
の
医
療
体
制
の
違

い
な
ど
を
考
慮
し
、
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
保
険
料
で
あ
る
べ

き
だ
。

答
統
一
化
す
る
と
保
険
料
が
上

が
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
同

じ
よ
う
な
考
え
の
市
町
も
多

く
、
保
険
料
の
統
一
は
な
か
な

か
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

【特別会計】

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
◆

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
◆

来
年
度
も
最
低
限
の
予
備
費
は

確
保
し
て
お
き
た
い
。

し
な
か
っ
た
。

問
ト
ラ
ブ
ル
が
な
か
っ
た
の
に

前
年
度
よ
り
欠
航
率
が
高
く

な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答
台
風
な
ど
悪
天
候
に
よ
る
欠

航
が
多
か
っ
た
た
め
。

問
何
年
前
か
ら
の
未
納
が
あ
る

の
か
。

答
平
成
14
年
度
の
も
の
が
あ

る
。
分
納
で
納
入
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

全員マスクをつけたまま質疑を行いました

～参考資料～
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問
保
険
料
の
未
納
の
原
因
と
し

て
、
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

か
ら
普
通
徴
収(

納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替)

に
切
り
替
わ
る

際
の
納
付
忘
れ
が
多
い
よ
う
だ

が
、
そ
の
対
応
は
。

答
４
月
に
保
険
料
賦
課
の
計
算

を
し
な
い
と
わ
か
ら
な
い
た

◆
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
◆

納
付
忘
れ
に
対
す
る
対
応
は
？

◆
介
護
保
険
事
業
◆

滞
納
し
な
い
よ
う
な
対
策
は
？

問
毎
年
同
じ
よ
う
な
金
額
が
未

納
に
な
っ
て
い
る
。
今
の
滞
納

者
数
は
。

答
現
年
度
分
滞
納
者
が
８
名
、

過
年
度
分
滞
納
者
が
19
名
、
両

方
の
滞
納
が
あ
る
者
が
２
名
と

な
っ
て
い
る
。

問
な
ぜ
滞
納
が
起
こ
る
の
か
。

対
策
は
。

答
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事
業

と
同
じ
よ
う
に
、
徴
収
方
法
が

変
わ
っ
た
人
の
未
納
が
多
い
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
わ
か

り
や
す
く
制
度
説
明
を
し
な
が

ら
、
積
極
的
に
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

要介護状態 令和元年度 平成 30 年度

要支援 1 21 27
要支援 2 37 44
要介護 1 45 35
要介護 2 36 36
要介護 3 22 20
要介護 4 27 26
要介護 5 16 20

町全体の介護認定状況 ( 単位 : 人 )

◆
下
水
道
事
業
◆

問
合
併
浄
化
槽
の
清
掃
は
業
者

が
行
っ
て
い
る
。
各
戸
の
ク

リ
ー
ン
桝
は
各
自
が
清
掃
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
業
者

に
お
願
い
で
き
な
い
か
。

答
下
水
道
本
体
に
負
荷
が
か
か

ら
な
い
よ
う
ク
リ
ー
ン
桝(

細

か
い
調
理
く
ず
や
、
水
と
一
緒

に
流
れ
出
た
油
分
を
分
別
す
る

桝)

を
設
置
し
て
い
る
。
で
き

れ
ば
各
家
庭
で
行
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

ク
リ
ー
ン
桝ま

す

の
清
掃
は
自
分
で
？

現
在
の
医
師
２
名
体
制
は
こ
れ
か
ら
も
？

問
医
師
２
名
体
制
は
維
持
し
て

い
く
の
か
。

答
安
定
し
た
医
療
を
進
め
て
い

き
た
い
の
で
、
２
名
体
制
の
維

持
に
努
め
た
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
◆

問
旅
費
を
予
備
費
か
ら
充
用

し
、
額
も
大
き
く
増
え
て
い
る

の
は
な
ぜ
か
。

答
新
人
看
護
師
の
大
村
市
で
の

年に数回は掃除を !

～参考資料～ め
、
事
前
対
応
が
難
し
い
。

　

普
通
徴
収
に
な
っ
た
人
に
は

連
絡
や
説
明
を
し
て
納
付
を
お

願
い
し
て
い
る
。

数
か
月
間
の
研
修
に
急
き
ょ
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

額
も
増
え
た
。
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～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

再
び
「
い
ま
!
お
ぢ
か
で
つ
か
う
け
ん
」

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
策
21
事
業
な
ど
１
億
４
３
０
３
万
円
を
追
加
補
正

問
再
び
小
値
賀
町
民
全
員
に
と
い
う
こ
と

だ
が
、
い
つ
頃
配
布
す
る
の
か
。

答
10
月
半
ば
に
な
る
予
定
だ
。

◎
い
ま
!
お
ぢ
か
で
つ
か
う
け
ん

問
主
に
台
風
時
の
避
難
を
考
え
る
と
、
空

調
設
備
の
暖
房
器
具
を
買
う
よ
り
、
ガ
ラ

ス
を
防
災
安
全
ガ
ラ
ス
に
交
換
す
る
方
が

先
で
は
な
い
か
。

答
寒
い
時
期
に
何
ら
か
の
災
害
が
起
こ
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

防
災
安
全
ガ
ラ
ス
は
、
国
土
強
靭
化
の

取
り
組
み
の
中
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◎
避
難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策

◎
ウ
ェ
ル
カ
ム
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
観
光
客
と
帰
省
客
を
対
象
に
宿
泊
費
の

補
助
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
工
事
業
者

な
ど
と
の
区
別
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。

答
宿
の
宿
泊
台
帳
に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

◎
指
定
管
理
者
事
業
継
続
支
援
金

問
Ｉ
Ｔ
協
会
９
４
２
万
円
、
Ｍ
Ｙ
フ
ー
ド

90
万
円
、
担
い
手
公
社
１
１
０
０
万
円
の

赤
字
分
の
支
援
と
言
う
が
、
金
額
の
根
拠

は
。

答
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
だ
が
、
台
帳
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
く
。

◎
新
し
い
生
活
様
式
普
及
推
進
支
援
金

問
県
が
10
月
ま
で
同
じ
よ
う
な
支
援
を
し

て
い
る
が
、
内
容
は
同
じ
か
。
県
と
重
複

し
て
の
申
請
は
可
能
か
。

答
県
と
同
じ
内
容
の
支
援
だ
が
、
対
象
と

な
る
事
業
種
を
県
よ
り
増
や
し
た
。
重
複

し
て
の
申
請
は
認
め
な
い
。

◎
漁
業
者
事
業
継
続
支
援
金

問
所
得
の
減
少
は
ど
う
や
っ
て
判
断
す
る

の
か
。

答
影
響
額
は
、
漁
協
の
水
揚
げ
実
績
の
昨

年
度
と
の
比
較
に
よ
る
。

問
漁
協
に
支
払
う
手
数
料
５
％
の
２
分
の

１
の
補
助
と
い
う
が
、
個
人
出
荷
の
場
合

は
手
数
料
が
異
な
る
。
ど
う
な
る
の
か
。

答
個
人
出
荷
で
も
該
当
す
る
。
実
績
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

◎
畜
産
業
事
業
継
続
支
援
金

問
子
牛
市
場
の
平
均
価
格
が
60
万
円
を
下

回
っ
た
場
合
に
１
頭
１
万
円
を
交
付
す
る

と
い
う
施
策
だ
が
、
コ
ロ
ナ
終
了
後
も
続

け
て
は
ど
う
か
。

答
コ
ロ
ナ
に
特
化
し
た
支
援
金
だ
。

◎
漁
業
共
済
事
業
補
助
金

問
漁
業
共
済
掛
金
の
自
己
負
担
分
を
上
乗

せ
補
助
と
言
う
が
、
農
業
共
済
掛
金
へ
の

補
助
は
な
い
の
か
。

答
野
菜
の
市
場
価
格
は
、
コ
ロ
ナ
の
明
ら

か
な
影
響
が
出
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
考

え
て
い
な
い
。

問
養
殖
業
も
対
象
に
な
る
の
か
。

答
共
済
に
加
入
し
て
い
れ
ば
対
象
と
な

る
。

◎
学
校
再
開
に
伴
う
支
援
金

問
町
立
の
小
中
学
校
に
対
す
る
支
援
だ

が
、
北
松
西
高
校
関
連
の
支
援
は
な
い
の

か
。

答
高
校
か
ら
支
援
の
要
請
が
あ
れ
ば
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

国からの地方創生臨時交付金を基にした小値賀町独自の新型コロナ

ウイルス感染症対応活性化・感染拡大防止策第２弾の 21 の事業など
が、令和２年度一般会計補正予算として提案されました。

令 和 ２ 年 度 補 正 予 算令 和 ２ 年 度 補 正 予 算
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補正して　40 億 7005 万円に
【一般会計】

国民健康保険事業
国民健康保険診療所

726 万円増額　  4 億 9248 万円に
  77 万円増額      8 億 9077 万円に

【特別会計】

( 令和２年  ８月会議 )( 令和２年  ８月会議 )
定例９月会議に先立つ８月 18 日に８月会議を開き、一般
会計補正予算について審議しました。熱のこもった質疑が
続きましたが、全員一致で賛成、可決成立しています。 ～主なやりとり～～主なやりとり～

問
前
浜
公
園
除
草
作
業
委
託
料
は
、
当
初

予
算
１
５
０
万
円
よ
り
多
い
１
７
０
万
円

を
追
加
補
正
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

答
当
初
予
算
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
職
員

が
維
持
管
理
を
し
、
植
栽
部
分
だ
け
の
計

画
で
委
託
費
を
計
上
し
て
い
た
。

　

職
員
の
手
が
回
ら
な
か
っ
た
た
め
、
利

用
者
の
多
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
草
刈
り

を
先
に
委
託
し
、
植
栽
部
分
は
補
正
で
対

応
す
る
こ
と
と
し
た
。

問
今
ま
で
委
託
職
員
が
や
っ
て
き
た
状
況

か
ら
す
る
と
、
植
栽
部
分
だ
け
で
こ
の
金

額
は
高
い
の
で
は
な
い
か
。

答
県
の
基
準
に
基
づ
い
て
算
定
し
て
い

る
。
業
者
に
発
注
す
る
と
、
諸
経
費
の
関

係
か
ら
も
必
然
的
に
高
く
な
っ
て
し
ま

う
。

問
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
と
は
。

答
学
校
と
家
庭
を
通
信
シ
ス
テ
ム
で
結

び
、
家
庭
に
い
な
が
ら
教
室
で
行
う
よ
う

な
授
業
を
受
け
ら
れ
る
も
の
だ
。

問
通
信
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
家
庭
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

答
町
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
を
貸
し

出
し
、
そ
の
使
用
料
を
町
が
負
担
す
る
。

問
同
じ
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
の

に
、
す
で
に
通
信
環
境
が
整
っ
て
い
る
家

庭
か
ら
す
る
と
、
不
公
平
感
が
あ
る
の
で

は
。

答
今
使
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
の
通
常
の
料
金
内
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
し
追
加
料
金
が
か
か
る
よ
う
な
場
合

に
は
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
大
島
分
校
の
場
合
、
分
校
の
先
生
が
分

校
の
生
徒
に
す
る
の
か
。

答
そ
の
と
お
り
だ
が
、
本
校
と
の
遠
隔
授

業
も
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
小
中
高
一
貫
教
育
な
の
だ
か
ら
、
高
校

も
つ
な
い
で
は
。

答
高
校
の
環
境
が
十
分
で
な
い
よ
う
だ

が
、
検
討
は
し
て
い
き
た
い
。

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
は
、
町
所
有
の
乗
用

草
刈
り
機
を
貸
し
出
せ
ば
早
く
終
わ
っ
た

の
で
は
。

答
乗
用
草
刈
り
機
は
、
草
が
あ
ま
り
伸
び

る
前
な
ら
使
え
る
が
、
今
回
は
伸
び
す
ぎ

て
い
た
た
め
使
え
な
か
っ
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
導
入
へ

補
正
金
額
が
当
初
予
算
以
上
だ

植栽部分の利用者は少ないようだが

令 和 ２ 年 度 補 正 予 算令 和 ２ 年 度 補 正 予 算
( 令和２年  定例 9 月会議 )( 令和２年  定例 9 月会議 )



小値賀町議会だより第 114 号 (10)

小 値 賀 交 通 か ら の 報 告小 値 賀 交 通 か ら の 報 告
町が出資する小値賀交通株式会社 ( 代表取締役福﨑隆一氏 ) と一般財団法人
小値賀町担い手公社 ( 理事長近藤進副町長 ) について、法律に基づき、経営
状況に関する報告がありました。

～
主
な
や
り
と
り
～

～
主
な
や
り
と
り
～

問
バ
ス
１
台
の
更
新
時
期
が
近
い
と
思
う
が
、

乗
降
客
数
を
考
え
る
と
バ
ス
の
大
き
さ
の
検
討

が
必
要
で
は
。

答
バ
ス
の
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
運
航
ダ
イ
ヤ

な
ど
に
つ
い
て
も
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
高
齢
者
は
バ
ス
停
ま
で
行
く
の
も
つ
ら
い
こ

と
が
あ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
行
し
て
い

る
有
償
タ
ク
シ
ー
の
方
を
利
用
す
る
こ
と
が
多

く
な
る
よ
う
だ
。
統
廃
合
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
町
と
し
て
、
財
政
的
な
面
か
ら
も
、
い
ろ
い

ろ
協
議
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
霊
柩
車
も
古
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ

が
。

答
購
入
後
30
年
近
く
経
っ
て
い
る
。
来
年
度
以

降
、
購
入
す
る
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

令和元年度バス乗降客数

月 一般客 敬老パス 合計
一日当たり
乗車人数

1 便当たり
乗車人数

4 426 937 1,363 52 1.7
5 435 883 1,318 49 1.6
6 326 837 1,163 45 1.5
7 439 872 1,311 50 1.7
8 401 865 1,266 47 1.6
9 315 785 1,100 44 1.5

10 378 811 1,189 46 1.5
11 421 858 1,279 49 1.6
12 384 861 1,245 48 1.6
1 281 663 944 36 1.2
2 274 768 1,042 42 1.4
3 313 821 1,134 44 1.5

合　計 4,393 9,961 14,354 平均 46 平均 1.5
( 前年度 ) (4,750) (11,028) (15,778) (51) (1.7)

( 単位 : 人 )

( 路線バス )

月 運行回数 運行人数 平均

4 4 90 23
5 5 121 24
6 3 98 33
7 6 133 22
8 3 65 22
9 1 22 22

10 2 23 12
11 3 83 28
12 5 136 27
1 4 130 33
2 4 115 29
3 1 12 12

合　計 41 1,028 平均 25
( 前年度 ) (39) (1,058) (27)

( 臨時運行 )

( 単位 : 人 )

～参考資料～

町から小値賀交通への運行費補助金

令和元年度 900 万円

令和 2 年度 900 万円

1 便当たりの利用者は平均 1.5 人

指
導
員
不
在
が
続
い
て
い
る
が

( 社協には公共交通空白地有償運送事業に対して 810 万円を補助 )
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小 値 賀 町 担 い 手 公 社 か ら の 報 告小 値 賀 町 担 い 手 公 社 か ら の 報 告

指
導
員
不
在
が
続
い
て
い
る
が

問
公
益
的
な
事
業
も
多
く
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
こ
２
年
以
上
、
町
民
向
け
の
事
業

説
明
会
な
ど
を
開
い
て
い
な
い
。

答
た
と
え
収
益
事
業
で
あ
っ
て
も
社
会
的
ニ
ー

ズ
は
あ
る
。公
益
的
な
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、

そ
れ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
を
設
け
る
こ
と
は
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
研
修
指
導
員
が
不
在
の
状
態
が
続
い
て
い
る

が
、
募
集
は
し
て
い
る
の
か
。

答
今
は
農
家
で
の
実
習
中
心
の
研
修
を
し
て
い

る
。
地
域
全
体
を
含
め
た
指
導
員
の
確
保
に
向

け
て
、
県
に
も
相
談
し
な
が
ら
動
い
て
い
る
。

問
３
年
間
続
け
て
き
た
６
次
産
業
化
支
援
事
業

の
成
果
は
出
て
い
る
の
か
。

答
地
域
が
必
要
と
す
る
６
次
産
業
化
を
ど
う

や
っ
て
進
め
て
い
く
か
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

入
っ
て
い
く
。

　

他
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
む
し
ろ
公
社

に
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
は
な
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
的
な
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

問
現
在
、
副
町
長
が
理
事
長
だ
が
、
理
事
長
を

公
募
す
る
な
ど
し
て
、
民
間
企
業
と
し
て
生
ま

れ
変
わ
る
こ
と
を
検
討
し
て
も
良
い
の
で
は
。

答
平
等
性
は
確
保
し
て
い
る
も
の
の
、
や
り
に

く
い
面
も
実
際
に
は
あ
る
。

　

適
正
な
人
材
が
あ
れ
ば
、
担
い
手
公
社
の
た

め
に
も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

～主なやりとり～～主なやりとり～

～参考資料～

町から公社への補助金 (令和元年度 )

担い手公社の農業研修事業に必要な経費の補助 630 万円
担い手公社の運営費の補助 800 万円
ICT を活用した畜産経営の省力低コスト化に必要な経費の補助 200 万円
水産加工事業に必要な経費の補助 708 万円

合　計 2338 万円

町から公社への委託料 (令和元年度 )

加工品の開発業務、落花生のブランド化推進など 600 万円
ゆうきセンター ( たい肥製造施設 ) の管理運営 488 万円
枯れ松 ( 当年枯れ ) の伐倒・焼却駆除 ( 昨年度繰越分 ) 1836 万円
枯れ松 ( 当年枯れ ) の伐倒・焼却駆除 1515 万円
枯れ松 ( 過年枯れ ) の伐倒・焼却駆除 1224 万円
マツノマダラカミキリの発生状況の調査 9 万円
松枯れの被害量の調査 76 万円
あわび館の管理運営 800 万円
小値賀港ターミナル・船瀬海水浴場などの剪定・除草作業 71 万円
町内史跡９か所の草刈り 65 万円
学校が行う農業体験活動の支援 19 万円
空港敷地内の除草・清掃作業など 80 万円

合　計 6783 万円

指導員は丸３年不在のまま

以上の他に役場職員１名が出向しています。
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「
第
21
回
北
松
西
高
校
・
小
値
賀

中
学
校
合
同
体
育
祭
」 

　　

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
か
ら
開
催
が

危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
見
学
者

を
家
族
に
限
定
し
て
無
事
開
催
。

　

台
風
一
過
の
青
空
の
下
、
中
高
生

全
員
が
一
致
協
力
し
て
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

電話　0959-56-3111　役場内議会事務局　
メール　gikaisodan@town.ojika.lg.jp

「ギカイの窓」 受付中 !

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
、

松
枯
れ
、
台
風
と
い
け
好
か
な

い
年
だ
な
と
冴
え
な
い
気
分
で

編
集
に
勤い
そ

し
ん
で
い
ま
す
。

　

我
が
家
は
台
風
９
号
、
10
号

と
続
け
て
被
害
を
受
け
た
が
、

そ
れ
よ
り
も
甚
大
な
被
害
は
、

松
く
い
虫
に
よ
る
「
三
階
松
」

の
変
わ
り
果
て
た
哀
れ
な
茶
色

い
姿
で
す
。

　

様
々
な
人
が
浜
屋(

浦
家
の
別

名)

の
枯
れ
松
を
見
に
来
て
、
心
配

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

お
前
の
家
だ
け
の
松
で
は
な
い
。

小
値
賀
の
宝
で
あ
る
松
の
木
を
枯
ら

す
な
ん
て
、と
叱
ら
れ
て
も
い
ま
す
。

　

お
前
が
死
ん
で
天
国
に
行
っ
た
ら

(

と
は
言
わ
な
か
っ
た
が)

先
祖
か

ら
ど
つ
か
れ
る
ぞ
、
と
も
。

　

１
０
０
年
以
上
の
昔
か
ら
手
入
れ

し
て
き
た
代
々
の
松
だ
か
ら
、
私
と

て
悲
し
く
や
る
せ
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

〽
む
ざ
ん
や
な
甲か
ぶ
との

下
の
き
り
ぎ
り

す(

松
尾
芭
蕉)

〽
む
ざ
ん
や
な
浜
屋
の
庭
の
三
階
松

(

浦
英
明)

　

ま
だ
早
い
で
す
が
、
来
年
は
良
き

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
せ
ず
に
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

(

編
集
委
員　

浦
英
明)

限界まで挑戦　﨑山君 V2 達成 !

本会議の模様 ( 録画 )　You Tube で見られます !
視聴はこちらから⇒

ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン シ ン グ

　

刻
々
と
流
れ
る
台
風
関
連
の
ニ
ュ
ー

ス
を
見
な
が
ら
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ

ん
は
、
眠
れ
な
い
一
夜
を
過
ご
し
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

台
風
９
号
で
は
53
人
が
、
10
号
で
は

避
難
所
を
５
か
所
に
増
や
し
、
６
５
３

人
が
避
難
し
ま
し
た
。

　

幸
い
な
こ
と
に
人
的
被
害
は
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
こ
の
経
験
を
次
に
生

か
す
た
め
、
議
会
も
し
っ
か
り
検
証

し
、
提
言
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

いろいろな場面で役場職員の活躍が

い つ も マ ス ク を

台風 10 号


